
P&DはProgrammable＆Development
（プログラミングの開発とそれによる進化） という意味です。
私たちは長年培ってきた水分検知技術を利用し、
ロングセラーとなっている雨センサーを中心とした
各種検知センサーの設計、開発に力を注いでいます。
また蓄積されたセンサー技術、メカトロ技術を駆使し、
研究機関と協力して得た理論を組み込むことで、
農作物の病害虫予察装置や、自然災害の監視警報装置等を
設計、開発、製造まで一貫して行うことで、
お客様の多様なニーズにお応えしています。
さらにアスザックグループ各事業部の省力化機器、生産設備を
設計、制作することで、従業員にとって快適で安全な職場環境
を整えています。

P&D事業部
人が好き。自然が好き。
総合生活基盤企業を目指すアスザックグループ
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アスザックグループ概要
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アスザックグループ概要

本社所在地
アスザック株式会社 本社
長野県上高井郡高山村大字中山981

設立
アスザック（株）昭和21年4月
アスザックフーズ（株）昭和38年11月

代表者
代表取締役社長久保正直

資本金
アスザック株式会社 6350万円
アスザックフーズ株式会社 9800万円

従業員数 2022年5月時点
グループ計 920名（男性445名・女性475名）
アスザック株式会社

465名（男性305名・女性160名）
アスザックフーズ株式会社

455名（男性140名・女性315名）

売上高 2022年3月期
グループ計 208.4億円
アスザック株式会社 連結99億円
アスザックフーズ株式会社 連結109.3億円

事業内容
ファインセラミックス事業部（ファインセラミックス）
アルミ事業部（アルミ建材・エクステリア）
インフラエンジニアリング事業部

（コンクリート2次製品・景観石材）
P＆D事業部（電子機器・産業機械）

拠点
本社・工場
P&D事業部
インフラエンジニアリング事業部
ファインセラミックス事業部
アルミ事業部
アスザックフーズ

九州営業所
ファインセラミックス事業部
アスザックフーズ株式会社

大阪営業所
ファインセラミックス事業部
アスザックフーズ株式会社

東京営業所
ファインセラミックス事業部
アスザックフーズ株式会社

本社・工場
P&D事業部
インフラエンジニアリング事業部
ファインセラミックス事業部
アルミ事業部
アスザックフーズ

九州営業所
ファインセラミックス事業部
アスザックフーズ株式会社

大阪営業所
ファインセラミックス事業部
アスザックフーズ株式会社

東京営業所
ファインセラミックス事業部
アスザックフーズ株式会社

インフラエンジニアリング事業部インフラエンジニアリング事業部

北信営業所

東信営業所

中信営業所

南信営業所

紹興工場
アスザックフーズ

紹興工場
アスザックフーズ

ホーチミン工場
ファインセラミックス事業部
アスザックフーズ

ダラット工場
アスザックフーズ

ダラット工場
アスザックフーズ
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アスザック株式会社 P&D事業部
本社所在地
事業部長
従業員数

〒382-8508 長野県上高井郡高山村大字中山981
山崎 研一
31人（2022年4月末現在）

電動ロールスクリーン 電動オーニング 電動カーテンレール

ＬＥＤ照明

簡易電動ユニット

起風天窓コントローラビニールハウスの温度管理、
開閉装置、制御

OEM
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自社製品

作物栽培支援装置
クロップナビ

雨センサ 雪センサ

土壌水分センサ 風力陽光(日射計)センサ

水見（水位）センサ

CO2センサ

酸化還元電位計

ガラエポ テフロン セラミックス

湿度センサ
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補助金
課題名 病害感染・生育予測機能を備えた作物の栽培支援装置（クロップナビゲーション）の開発 2007年

事業名 独立行政法人 科学技術振興機構 産学連携事業本部/JST独創的シーズ展開事業「独創モデル化」 （平成19年）

共同研究機関 長野県農業試験場

課題名 地域基盤に立脚した地下水位管理システムの構築を基幹とした大豆の高品質多収生産技術の開発 2010年 - 2013年

事業名 農林水産省/新たな農林施策を推進する実用技術開発事業 （平成22年 - 平成25年）

共同研究機関 福井県農業試験場、福井県立大学、福井県坂井農林総合事務所

事業名 （独）新エネルギー・産業技術総合開発機構（関係省名：経済産業省）　NEDO/イノベーション実用化助成事業に

係る助成金

2012年

（平成24年）

課題名 極寒豪雪地域で確実動作する定点カメラ観測システムの実用化開発

課題名 水稲初期生育を改善する革新的土壌管理技術と診断キットの開発 2013年度 - 2015年度

事業名 農林水産業/食品産業科学技術研究推進事業 （平成25年度 - 平成27年度）

共同研究機関 （公財）自然農法国際研究開発センター、新潟県農業総合研究所、（大）新潟大学、新潟県農林水産部経営普及

課題名 未利用木質バイオマスの発酵熱を活用した多用途熱源の開発 2014年

事業名 （独）新エネルギー・産業技術総合開発機構（関係省名：経済産業省）　NEDO/新エネルギーベンチャー技術革新

事業　新エネルギーベンチャー技術革新事業　（バイオマス）

（平成26年）

共同研究機関 株式会社東信花木、国立大学法人信州大学

課題名 衛星データを活用したワイン用ブドウ精密栽培システムの高度化 2019年

事業名 一般財団法人日本宇宙フォーラム（内閣府 宇宙開発戦略推進事務局 委託事業）/課題解決に向けた先進的な衛星

リモートセンシングデータ利用モデル実証プロジェクト

（平成31年）

代表機関 株式会社羽生田鉄工所

課題名 各農業地域でのIoT を活用したテルース利用促進に関する調査 令和元年（2019年）9 月

事業名 一般財団法人日本宇宙フォーラム（経済産業省 委託事業）/Tellus利用促進実証事業  ～令和2 年（2020年）2 月

代表機関 SAgri株式会社

課題名 スマート農業技術によるすいか生産イノベーションプロジェクト 平成31年 - 令和2年

事業名 農林水産省（事業主体：農研機構）/スマート農業技術の開発・実証プロジェクト （2019年 - 2020年）

代表機関 山形県農業総合研究センター園芸試験場

課題名 佐渡島特産「おけさ柿」大規模経営へのスマート農業技術体系の導入実証 令和2年 ～ 令和3年

事業名 農林水産省（事業主体：農研機構）/スマート農業技術の開発・実証プロジェクト （2020年 ～ 2021年）

代表機関 新潟県農林水産部農産園芸課

課題名 豪雪地帯の露地野菜産地におけるスマート農業の導入実証 令和2年 ～ 令和3年

事業名 農林水産省（事業主体：農研機構）/スマート農業技術の開発・実証プロジェクト （2020年 ～ 2021年）

代表機関 新潟県農林水産部農産園芸課



搭載済みモデル

・コシヒカリ生育予測
兵庫県農林水産技術総合センター

・いもち病予察システム
MyBLASTAM 長野県農業試験場

・コシヒカリ生育モデル
PRINCESS 長野県農業試験場

2009年 イネいもち病（葉いもち）
発生予察システム

イネ生育予測システム
2015年 スイカ炭疽病予察システム
2015年 小麦赤かび病予察システム
2016年 ピーマン炭疽病予察システム
2018年 りんご黒星病予察システム
2021年 柿生育予測システム
2021年 白菜炭そ病予察システム
2022年 桃生育予測システム

運用中のシステム

自分の水田・畑の気象観測
データ収集、病害虫を予測！

作物の栽培支援装置

クロップ・ナビ
 

 －長野県農業試験場 （旧長野県農事試験場） 共同開発－

ＪＳＴ独創モデル化開発委託事業
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アメダスとは
アメダスの概要
アメダス（AMeDAS）とは「Automated Meteorological Data Acquisition 
System」の略で、「地域気象観測システム」といいます。 雨、風、雪などの気
象状況を時間的、地域的に細かく監視するために、降水量、風向・風速、気
温、日照時間の観測を自動的におこない、気象災害の防止・軽減に重要な
役割を果たしています。
アメダスは1974年11月1日に運用を開始して、現在、降水量を観測する観
測所は全国に約1,300か所（約17km間隔）あります。 このうち、約840か所
（約21km間隔）では降水量に加えて、風向・風速、気温、日照時間を観測し
ているほか、雪の多い地方の約320か所では積雪の深さも観測しています。

https://www.jma.go.jp/jma/kishou/know/amedas/kaisetsu.html
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部外秘クロップナビとは
クロップナビは実際の圃場や現地の気象データを測定することにより、
病害虫の発生との関係を調べるのに最適です。
（日、月、年単位のデータ化による予察や発生理論の構築）

測定したい農地に直接置いて、気温、降水量などの
気象データや土壌成分値などの土壌データを収集
し、作物の生育やいもち病などの予防に活用する装
置です。
通信機能をつけることで測定したデータをWEB上で
確認出来るので、わざわざ現地に向かわなくても、
農地の管理が出来ます。

転倒ますの雨量計の形が変わりました。

旧タイプ
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部外秘センサ・オプション

雨量計（転倒ます） 温度計 葉濡れセンサ ミニ百葉箱

設置台 取付金具（センサ取付用）

土壌水分センサ

風力陽光センサ

水見センサ CO2センサ 酸化還元電位計

ソーラパネル

クロップナビに標準で搭載されている装備です。

取得したいデータに応じて様々なセンサをクロップナビに追加搭載していただけます。
市販の汎用センサも接続することが可能です。その他オプション

基本オプション

湿度センサ
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部外秘特長①

葉濡れ時間を実測

BLASTAMは、アメダスデータの降水量、日照時間、風速からイネ葉面の濡れ時間（湿潤時
間）を推定し、気温と葉面の濡れ時間の組み合わせで、いもち病の感染に必要な条件と
なっているかどうかを判定するモデルです。
そのため、葉濡れ時間は推定値、しかも使用する観測データは実際のほ場と離れた地点の
ものという課題がありました。（アメダス観測－長野県内27地点。中山間地、平野部の標高
差が大きいため温度差が出ます。）
クロップナビでは搭載しているセンサで葉濡れを感知しますので、ほ場の実測の濡れデータ
を用い、より精度の高いいもち病予察が可能になります。

植物に最接近で
データを収集

植物と全く同じ環境下で
精度の高いデータを収集
します。

センサ拡張可能

外部センサーはセンサを10個
まで接続可能です。
（日射計、土壌水分センサ、
市販のセンサなど）

外部電源不要

バッテリー駆動のため、電源
のない場所でも設置すること
ができます。

IT対応

通信機能をつけるとデータを
Eメールで収集し、WEB上に
表示します。通信が途切れた
際もクロップナビ本体にデータ
が残っているため、収集した
データはUSBで回収できます。
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部外秘特長②

雨量は0.2mmから
観測可能

アメダスでは降った雨を
0.5mm単位で表しますが、
クロップナビでは0.2mmから
観測できます。

データ解析可能

データはCSV形式のため
パソコンに取り込み、
集計、解析することができます。

自己完結型

内部で分析・判定、統計処理を
行い タッチパネルで表示します。

→現在はWeb上で計算し、
ホームページに表示します。

予測理論の追加可能

収集したデータと理論を組み
合わせることで、果樹、野菜、
などさまざまな作物で使用で
きます。

広域システム対応

複数連携型：集落単位、
JA様単位、NOSAI様単位、全
県などいずれの規模にも対応
できる広域システムの足回りと
して機能します。

屋内・屋外仕様

ハウス内の仕様だけではなく、
風、雨、日照のほか、降雪に
も耐えうる全天候型屋外仕様
ですので、年間通して設置・
測定可能です。
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部外秘通信ボックス
Eメールの定時送信や緊急送信に対応

最大30個のＥメールアドレスをセット、測定間隔を設定（1から
60分）、定時送信（1時間に1回、1日に1回など）します。通信
エラーの場合もリトライすることで、データの欠損を防ぎます。
メールやWEB画面を見ることによって、ほ場に行かなくてもほ場
の気象状況（気温・水温・日射など）をパソコン、スマホ、タブ
レットなどで把握することができます。

データ送信モードの設定

モード1：いもち病予測データの送信
モード2：いもち病予測+生育予測データの送信
モード3：生データ+いもち病予測+生育予測データの送信
モード4：生データの送信
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部外秘標準ページ
クロップナビは1台につき1つ データ表示用のURLを用意いたします。
こちらは標準ページですが、カスタマイズの表示もできますので、ご希望の場合はご相談ください。

・グラフ表示 HPイメージ

・csvダウンロード HPイメージ

csvダウンロードページは
グラフ表示のURLの最後に「/data」で表示されます。

※データの保管期間は1年です。
1年以上使用する場合、上書きされていきますので、
早めにダウンロードをお願いします。
ダウンロードし忘れた場合は アスザックサーバー内に
データがありますので、ご連絡ください。
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部外秘

オプションセンサ
設定したセンサによって異なり、予備1～4に表示されます

・湿度(%、x10)
・土壌水分 [ARP WD-3] (%、x10)
・土壌水分 [ｱｽｻﾞｯｸ ASZ-EC505] (mV) アナログ電圧（0.22-0.8V）
・日照・日射(mV)

CSV書き出し

データの測定方法
■測定時間の瞬間値

60分に1回測定の場合、60分おき（12:00、13:00･･･）の値になるセンサ
10分に1回測定の場合、10分おき（12:00、12:10、12:20･･･）の値
・温度1(℃、x10)
・温度2(℃、x10)
・濡れ(0:OFF、1:ON)
・風向
・電源電圧
・湿度(%、x10)
・土壌水分(%、x10)、(mV)
・日照・日射(mV)

■測定時間の間の積算
60分に1回測定の場合、その60分間の積算になるセンサ
・降水量(mm/h、x10)

■測定時間の間の平均
60分に1回測定の場合、その60分間の平均になるセンサ
・風速(m/s、x10)

※瞬間最大風速ではありませんので、ニュース等の値と
同じにはなりません
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部外秘仕様

490

880

1050

410
410

設置台 280×230（上面）×750

寸法

アナログ入力 0 ～ 5 V

電源電圧 DC 9 - 24V (DC12V推奨)

消費電流 1.5 mA 以下（DC12V使用時）

動作環境 屋外

標準搭載センサ
雨量計、温度センサ2本、葉濡れセンサ

センサのオプション例
風力陽光センサ、土壌水分センサ、湿度計、
CO2センサ、酸化還元電位計、風向センサ、
風速センサ、pH計、日照計、日射計、
光量計 など
※ロガー接続できるセンサ類 は取付可能

センサは最大4個まで取付可能

オープン価格価格

（参考）
本体基本価格 約40万円
レンタル 1.3万円/月～
※期間、

通信・測定条件、
オプションセンサ

などにより変動します
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部外秘定点観測カメラ

撮影間隔に応じて画像をメール添付で送信します。
画像をWEBページを更新しますので、
パソコン、タブレット、スマホなどから
好きな時間にWEBページを閲覧できます。
カメラが撮影した画像はメールサーバ、
または、WEBサーバに蓄積されます。

定点観測カメラ

2012年（平成24年） イノベーション実用化助成事業

自立電源型

ASZ-K0714 Ⅱ
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部外秘定点観測カメラ

専用置き台タイプ
基本部品であるカメラ・バッテリ・
ソーラーパネルの3点が一つの
パッケージに収まっており、
軽トラックに乗せて現場に行って置
いてくるだけという手軽さがあります。

街灯など既存のポール利用タイプ
既存の街灯ポールに基本3点セット
をくくりつけます。
一番安価に設置できる上に、街灯
の明かりを夜間照明としてそのまま
利用できるという利点があります。

単管パイプ組立タイプ
主に急傾斜地や水田・畑など
地面が水平でない場所への
設置に向いています。

設置方法

作物の生育監視
ほ場に行かなくても、新梢生育、開花、結実、果実肥大、着色など見ることができます。
また、カメラ撮影で記録が残りますので、病害の進捗記録、生育記録にも適しています。

使用事例
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部外秘設置状況

県内約２００台
県外約１００台設置
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システム一覧
http://www.asuzac-pd.jp/performance/crop-unyoshokai/

更新中
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部外秘Photo②
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部外秘Photo①



水稲
・いもち病予察
・生育予測
・収穫期予測
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部外秘【水稲】葉いもちの感染好適条件

•① 判定日の前5日間の平均気温が20℃～25℃

•② 葉の濡れ時間が10時間以上で、その時の気温が15℃～25℃
②の範囲で、気温が高いほど濡れ時間は少なくても好適条件となります。
逆に気温は低くても濡れ時間が長いと好適条件となります。（25℃を超えると感染しにくくなります）

感染条件を満たす温度と葉の濡れ時間の組み合わせ

感染好適条件の表示

●感染好適条件
（感染源が確保されている場合、感染 拡大の恐れがある）

○準感染好適条件
（低率であるが感染拡大の恐れがある）
上記の②の条件は満たされたが①の条件が満たされなかったもの。
濡れ時間と平均気温のうち一方の条件は満たされたが、
もう一方の条件が満たされなかったもの。

△準準感染好適条件
（濡れ時間はあるが低温のため感染拡大 の可能性が極めて低い）
○の内、その日の気温または前5日間の平均気温が18℃未満のもの。

葉いもちの感染予測基準は「BLASTAM 及び BLASTAM-NAGANO」（昭和 63 年度普及技術）
に準じ、 感染の可能性を４段階で表示する。

気温 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25

濡れ時間 17 15 14 13 12 11 11 10 10 10 10

葉いもち 穂いもち

圃場全面に発生した穂いもち
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部外秘

△

準感染好適条件

湿潤時平均気温

18℃以下

それ以外

18℃以下

それ以外

湿潤時平均気温

前5日間平均気温

18℃以下 20℃未満 25℃を超える

△

準感染好適条件

△

準感染好適条件

○

準感染好適条件

○

準感染好適条件

△

準感染好適条件

○

準感染好適条件

どちらかが18以上

湿潤時平均気温

前5日間平均気温

どちらも18未満

適

前５日平均気温

20℃以上25℃以下

20℃未満

または25℃を超える時

●

感染好適条件

湿潤時間と平均気温が表の範囲内

10時間以上

葉面湿潤時間算出
10時間未満

転倒升

適量の雨

4mm/hを超える

または3mm/hが2時間以上

ＯＦＦ
雨センサー

ON

   データの取得

（濡れ、降水量、気温）

感

染

条

件

な

し

【水稲】葉いもちの感染好適条件
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部外秘【開発経緯】アメダスの問題点

アメダスの問題点

長野県北部で
アメダス観測地点は２箇所。

アメダスの利点 : 全国網、データ通信による迅速性

アメダスの欠点 : 広域的予測になる。
日本は山間地が多く、地域毎の気象データはかなり異なる。

葉面濡れ時間：
降水量(転倒マス
0.5mm/h)・
日照時間・風速で推測

→いもち病予察における
アメダスの問題点
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部外秘【開発経緯】いもち病予察における問題点

なお、アメダス転倒マスは、
0.5mm/h以下の雨や
霧雨・夜露などを検出できない
という致命的弱点を持つ。

葉濡れセンサー

いもち病感染において
重要な要素である。

いもち病発生予察：気温と葉面濡れ時間の組合せ(BLASTAM理論)

葉面濡れ時間：
降水量(転倒マス
0.5mm/h)・
日照時間・風速で推測

気温：アメダス実測
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部外秘【水稲】生育予測・収穫期予測

0                      0.5        0.7        1.0                                              2.0       ＤＶＩ値
--+---------+---------+---------+---------+---------+---------+---------+---------+---

田植え 幼穂形成 出穂期 収穫期

ＤＶＲ＝ａ（Ｔ―Ｔｂ）（Ｄｃ―ＤＬ）
ａ、Ｔｂ、Ｄｃはコシヒカリ用パラメータ、Ｔは気温、ＤＬは緯度から出る日長時間

実際測定値＋平年値＝予測値

幼穂形成
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部外秘【水稲】コシヒカリ生育予測理論

長野県における従来型のPRINCESS理論にプラスして、
全国対応のコシヒカリ生育予測理論が組み込まれています。

【１】クロップナビに事前セットされている値は、次の通りです。
① 平年値データの入ったUSBメモリを差して、タッチパネルから緯度経度を入力すると

内部メモリにその地点の平年値気温と緯度経度データが入ります。
② 「移植日」と「葉っぱの枚数」を入力します。通常、葉数は「3.5」が入っています。

【２】下記の生育予測理論に従って、今日までの実測気温と明日以降の平年値気温を
計算式に入れて生育予測（幼穂形成期、出穂期、収穫適期）を行います。
注１：日照関係は、実測がなく、すべて日時と緯度経度を用いた計算だけで出します。

しかし、日照関係を使っているのは、幼穂分化期（1）～出穂前半（1.5）の間
だけです。

注２：収穫適期の予測は、単純な気温累計ではありません。

【３】実際出穂日がわかったら、クロップナビ装置から「実際出穂日」を入力します。
高温障害との関係調査のため、出穂日以降の温度累計と日射累計を統計データとして
集計する場合もあります。
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部外秘【開発経緯】生育予測における問題点

出穂期予測：気温と日長時間の組合せでＤＶＲ発育速度を算出します
(PRINCESS理論)

気温：アメダス実測、日長時間：アメダス実測

収穫期予測：出穂後の平均気温の積算値1000℃の予測

県下全域に
出される注意報
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部外秘【開発経緯】クロップナビ開発の経緯

そこで、アメダス観測を補うために
① 気象データは、耕作地で実測する。
② 葉面濡れセンサを新規開発する。
（その他のセンサは、価格はともかく既存品が存在する）

という方針のもと、
・長野県農事試験場 （現在：長野県農業試験場）
・長野県農業総合試験場
・長野県工業技術総合センター
・長野県病害虫防除所
・アスザック㈱

の5団体構成員で、
2003年より、クロップナビ・プロジェクトが発足しました。
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部外秘【水稲】 クロップナビ タッチパネル判定

防除所からの葉いもち病の予察情報は、アメダスの雨量、気温、日射計
データ等から予測する「Blastam理論」が一般的に使われています。
クロップナビはこのBlastamの長野県版（長野県農政部）を搭載しています。
クロップナビは測定したい農地に直接置いて気象観測を行い、葉いもちの
予察を行いますので、実際の農地のデータで予測をすることが可能です。
いもち病の予測は装置に付属している液晶画面で確認することができます。
また、通信機能のあるクロップナビでは、ホームページに表示することで、
パソコン、スマホ、タブレット等の端末でも予測を確認することができます。
ホームページ制作は当社で行いますので、表示の方法はカレンダー形式
以外にも変更することが可能です。

田植えの時期からの温度計測によって、イネの
出穂期が予測できるので、施肥時期・水管理を
適切に行えます。 （品質の確保、栽培の安定
化）

毎日の温度計測により、稲の収穫期が予測でき
るので、稲刈りの期間が明確になります。
（品質の確保、栽培の安定化）

稲の出穂期の予測

稲の収穫期の予測

いもち病予察
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部外秘【水稲】ホームページ画面

収穫予測は
・実出穂日が入っていればそちらを優先（入っていない場合は予測を使用）
・収穫予測日はVDRを使用して計算

ただし、兵庫県プログラムのため 長野県では計算値と差異が出るため、クロップナビ測定値（実測のみ）
で計算した積算気温も並列表示し、それを参考にしてもらっていたとのこと（収穫は1000℃）
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部外秘【水稲】 ホームページプログラム

＜仕様＞
・稲は4月から10月までの処理
・結果として表示するもの生育予測の関係は、装置No. 設置場所 標高 移植日 予測出穂日 実出穂日 積
算温度（℃） 日照時間（W/m2･Sec） 予測収穫日
・カレンダーにいもち病予察の結果を表示する
・生育予測は、実データと、メッシュデータを用いて予測出穂日と予測収穫日を計算
・積算温度と日照時間は、実出穂日からのデータで計算
・いもち病は実データを用いていもち病予測を判定する(12時間以上のデータがなければ、その日のデータは無
しにする)
・生育予測は当日0時～23時、いもち病予測は、当日1時～24時までの時間帯での計算
・濡れは前日17時～当日7時までのデータを使用（7時以降も濡れが継続している場合は、7時以降のデー
タも使用）
・生育予測は昨日までの実測データで、今日からメッシュデータを使って予想出穂日と予想収穫日を算出
・生育予測は移植からデータ取得まで日にちがある場合はメッシュデータを使う
・いもち病は今日までのデータで計算。前日17時から次の日7時または23時までのデータを使う

実出穂日がある場合･･･出穂日からの積算温度･日照温度、予想収穫日
実出穂日がない場合･･･予想出穂日、予想収穫日
関係なく･･･いもち予察、1日ごと平均気温、1日ごと降水量、最低気温、最高気温、1ヶ月平均気温、

1ヶ月降水量



34

部外秘【水稲】 ホームページプログラム

＜計算の順番＞
・緯度経度などのデータ取り出し
・装置No,設置場所,標高,品種番号,緯度,経度,苗の葉数,移植年,月,日,実出穂年,
月,日,初期設定日,更新日

・メッシュコード計算
・メッシュデータCSVの読み込み→一ヶ月分の平均気温を出す
・1～12月からのメッシュコードの月ごとの気温を取り出す
・Phayの計算
・日長時間の算出
・移植日までのDVIの計算
・最初のDVI決定
・移植日、出穂日の数値化
・移植日からの平均気温を取得
・実出穂日が入力 ＆ 予想収穫日が出ていない ＆ 実出穂日以降ならDVRの計算をする
・実出穂日が入力されてない ＆ 予想収穫日が出ていない ＆ 移植日以降ならDVRの計算
をする
・いもち病の判定 6月から8月まで
・DVIとDVRの結果から、幼穂形成期,出穂期,成熟期を割り出し、
予測出穂日と成熟日を出す



35

部外秘【水稲】いもち病予察
https://www.pref.nagano.lg.jp/kitachi/nosei-aec/joho/nogyo.html



すいか
・炭そ病予察
・警告メール
・収穫期予測
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部外秘【すいか】 炭そ病予察

データ解析
データはCSV形式のためパソコンに取り込み、
集計、解析することが可能

炭疽病予察
#z:発病率 x:葉濡れ中の平均気温 y:葉濡れ時間

ホームページ上で計算し、発症率とデータを掲載
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部外秘【すいか】 炭そ病予察・警告メール
警告メール
毎日15時までのデータで発病率の計算をし、発病率が25％以上の場合、メールを送信
※2日間（今日か昨日）の中で発病率25％を超えた時があった場合も警告メールを送信

立て看板

送信先10件
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部外秘【すいか】 収穫期予測

収穫期予想
交配日、日付、温度はインターネット上で変更可能

データ解析可能

Excelにダウンロードし
積算計算を確認する
ことが可能
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部外秘
【すいか】 農林水産省（農研機構）

スマート農業技術の開発・実証プロジェクト

課題名：スマート農業技術によるすいか生産イノベーションプロジェクト
研究開発実施期間：平成31年 - 令和2年 （2019年 - 2020年）
事業名：農林水産省（事業主体：農研機構）/スマート農業技術の開発・実証プロジェクト
代表機関：山形県農業総合研究センター園芸試験場
共同研究機関：沼澤農園、国立大学法人山形大学農学部、株式会社 南東北クボタ、
山形パナソニック株式会社、トヨタ自動車株式会社、みちのく村山農業協同組合、尾花沢市、
山形県村山総合支庁産業経済部北村山農業技術普及課、山形県農林水産部農業技術環境課

事業の概要
山形県の野菜産出額１位の品目のすいか生産において、以下の６項目による省力多収の一貫体系技術に取組み、10ａ
当たり労働時間34％減、収量13％増を実証する。

気象観測装置から発生警報メールの受信後、
速やかにブームスプレーヤで大面積を効率防除

炭そ病発生予測に基づいた効率防除

ブームスプレイヤー
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部外秘
【すいか】 農林水産省（農研機構）

スマート農業技術の開発・実証プロジェクト

出荷予測に基づく有利販売の実践
・自律自走小型車両のカメラ画像から交配日を把握し、積算気温データとリンクさせて精度の高い
出荷予測を実現

・実証圃場での出荷予測に向けて、ドローン及び移動台車による AI を用いた
着果棒の認識・計数のテストを園芸研圃場で実施。

ドローン、 移動台車による着果棒の認識・計数テスト
（○印がドローン）

出荷予測アプリ

AI出荷予測
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部外秘
【すいか】 農林水産省（農研機構）

スマート農業技術の開発・実証プロジェクト

アシストスーツ等による
労働負荷軽減

自動操舵トラクター

熟練度に左右されない圃場準備作業の高能率化
自動操舵トラクターを用いて１作業で複数工程を実施

一元管理ソフトによる営農改善
圃場別に資材や作業時間をタブレットに入力し、
作業や資材のムダを把握して営農改善に繋げる

・アシストスーツで姿勢保持や収
穫物の持ち運び時の負担軽減
・つる先を切る作業（摘心） と
収穫についてアシストスーツの
適応性を調査。

スマート技術に対応した栽培法
機械用の通路設置、省力多収栽培と効率灌水
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部外秘【すいか】 炭そ病予察 （4ヶ所同時表示）
天気予報追加
翌々日は地点、1週間は広域の天気予報

詳細データを同時表示することも可能です



44

部外秘
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部外秘



柿

・収穫期予測
・定点観測カメラ
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部外秘【柿】 収穫期予測

生育予測
・発育下限温度が生育要期毎に設定
・三角法による面積積算値
・計算結果と基準値を照合する方法は
配列計算式を設定して、「近似値計算」
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部外秘【柿】 収穫期予測

・クロップナビのデータがある日までは
クロップナビの実測値を使用

・積算温度までの値（未来の値）は
平年値を使用
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部外秘
【柿】 農林水産省（農研機構）

スマート農業技術の開発・実証プロジェクト

課題名：佐渡島特産「おけさ柿」大規模経営へのスマート農業技術体系の導入実証
研究開発実施期間：令和2年 - 令和3年（2020年 - 2021年）
事業名：農林水産省（事業主体：農研機構）/スマート農業技術の開発・実証プロジェクト
代表機関：新潟県農林水産部農産園芸課
共同研究機関：株式会社ＪＡファーム佐渡、新潟県佐渡地域振興局農林水産振興部、
新潟県農業総合研究所園芸研究センター、新潟県農業総合研究所佐渡農業センター、
新潟県農林水産部経営普及課、佐渡農業協同組合、佐渡市農業政策課、
日本システムウエア株式会社、株式会社ＮＴＴドコモ、佐渡農業協同組合おけさ柿部会

事業の概要
急速な高齢化の進展と担い手への樹園地の集積に対応するため、「ＡＲ（拡張現実）技術を活用した熟練者の管理技
術の見える化と新規参入者等への指導書作成」および「最新の機械化・無人化技術等の導入による生産の省力化」の実現
を目指し、以下の４つについて実証する。

クロップナビの観測データと予測結果をHPで提供

「環境モニタリングシステム」導入によるほ場環境の「見える化」と気象・病害リスクの予測と対応

定点観測カメラ
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部外秘
【柿】 農林水産省（農研機構）

スマート農業技術の開発・実証プロジェクト

「樹体ジョイント仕立て（以下、「ジョイント栽培」）」
導入によるせん定の簡易化、栽培管理の省力・効率化

「スマートグラス」等を用いた
熟練者作業の「見える化」
及び遠隔指導による
新規参入者等への熟練栽培
技術の実践支援

慣行栽培 ジョイント栽培

スマートグラス

ジョイント栽培園での実証散布の様子
（本来は乗車者は無く、自律作業）
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部外秘
【柿】 農林水産省（農研機構）

スマート農業技術の開発・実証プロジェクト

走行経路を指示できる機能の追加により、
収穫作業やせん定作業時間を削減

クローラー型モビリティロボット「UNiBo」

「作業ロボット」や「作業支援ロボット」の導入による中間管理および収穫作
業の無人化または速度向上

＜ドローンに搭載したマルチスペクトルカメラによる草刈り状況の評価＞

画像の各色部分は赤：草刈部分（草丈５cm未満）、

黄：叢生部分（草丈10cm以上）、緑：ジョイント樹列部分

ロボット草刈機

アシストスーツ



りんご

・黒星病予察
・警告メール
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部外秘【りんご】 黒星病予察

黒星病予察
・子のう胞子飛散開始：消雪日から180日度（日平均気温の積算）
・初感染日：子のう胞子飛散開始予測日以降に10時間以上葉濡れがあった日
・初発日：初感染日から220日度（日平均気温の積算）
・濡れ時間とその間の平均気温を用いたMillsモデルが基本
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部外秘【りんご】 ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ設定

黒星病予察
・グラフ等はインターネット上で変更可能
・胞子初飛散日を入力する前は、
平年値を使用した計算値、
入力した後はその日から計算をスタート

コメント記入
コメント（メモ書き等）を入力し、
ホームページに表示することが可能
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部外秘【りんご】 黒星病予察・警告メール
警告メール
午前8時、午後4時の計2回データで発病率の計算をし、感染好適条件が出た場合、メールを送信。
※2日間（今日か昨日）の中で発病率25％を超えた時があった場合も警告メールを送信。

普及センター様 チラシ

送信先10件（※20件も可）



・炭そ病予察
・警告メール

白菜
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部外秘

21

【白菜】 炭そ病予察

※判定は
平均気温が20℃以上、
濡れが5時間以上継続した場合
●を表示します。
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部外秘【白菜】 炭そ病予察
支援センター様 チラシ

警告メール

スマホ用
画面設計

送信先10件
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部外秘
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部外秘

・データ測定

雪下にんじん 雪室キャベツ
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部外秘
【キャベツ・にんじん】 農林水産省（農研機構）

スマート農業技術の開発・実証プロジェクト

課題名：豪雪地帯の露地野菜産地におけるスマート農業の導入実証
研究開発実施期間：令和2年 - 令和3年（2020年 - 2021年）
事業名：農林水産省（事業主体：農研機構）/スマート農業技術の開発・実証プロジェクト
代表機関：新潟県農林水産部農産園芸課
共同研究機関：株式会社 津南アグリ、新潟県十日町地域振興局農業振興部、新潟県農業総合研究所高冷地農業
技術センター、津南町地域振興課、津南町農業協同組合、ヤンマーアグリジャパン株式会社、東洋農機株式会社

事業の概要
新潟県の南東部位置し豪雪地帯である津南町に広がる国営苗場山麓農地開発畑（1,021ha）において、地域特産の
雪下にんじん（令和元年６月「津南の雪下にんじん」でＧＩ登録）と輪作体系の新たな品目である加工用キャベツの生産
性向上に向け、以下のスマート農業技術の導入実証を行う。

④遠隔環境モニタリングによる最適な育苗管理の検討、雪室活用による長期出荷の実現
(キャベツ)

定植直前の苗
（7月は種作型、左側から手かん水、
底面給水、実証農家）

雪室を活用した長期出荷
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部外秘
【キャベツ・にんじん】 農林水産省（農研機構）

スマート農業技術の開発・実証プロジェクト

①ほ場マッピングや労務作業の見える化による
作業管理の最適化（にんじん、キャベツ）

②自動走行トラクターやセンシングドローン等
の導入による省力化（にんじん、キャベツ）

③レーザーレベラー付き除雪機の活用
による除雪精度向上（にんじん）

レーザーレベラー

ロボトラを活用した無人耕耘 ラジコン草刈機による除草

ドローンによる生育診断 大型収穫機による収穫
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部外秘



・収穫期予測

桃
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部外秘【桃】 収穫期予測

満開期を入力し、
「再計算」ボタンを押すと
収穫予測日が計算されます。



・Facebook連携
・動画手順書
・受講者のコメント入力

ICT講座
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部外秘【 ICT講座】 概要
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部外秘【 ICT講座】 ホームページ画面
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部外秘【 ICT講座】 Facebook動画



・気温の推移
・グラフ化

データ利用
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部外秘【ﾃﾞｰﾀ利用】 気温の5年推移
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部外秘【ﾃﾞｰﾀ利用】 クロップナビ・アメダス 気温比較
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部外秘【ﾃﾞｰﾀ利用】 土壌水分・湿度 グラフ化
244 東御市中部 降水量・土壌水分計　2018.4～
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262 松本市 降水量・湿度計　2019.4～
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・データ測定

ワインぶどう

https://www.winegrapes-nagano.net/
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部外秘ワイン生産アカデミー
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部外秘【 ﾜｲﾝぶどう】 気象観測情報

次ページへ
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部外秘【 ﾜｲﾝぶどう】 気象観測情報
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部外秘【 ﾜｲﾝぶどう】 交流・掲示板



・リモートセンシング
・Tellus

宇宙衛星
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部外秘衛星リモートセンシングデータ利用モデル実証プロジェクト

課題名：衛星データを活用したワイン用ブドウ精密栽培システムの高度化
研究開発実施期間：2019年（平成31年）
主催機関：一般財団法人日本宇宙フォーラム（内閣府 宇宙開発戦略推進事務局 委託事業）
代表機関：株式会社羽生田鉄工所
共同研究機関：株式会社システックス、一般財団法人リモート・センシング技術センター、

一般財団法人宇宙システム開発利用推進機構

http://www.uchuriyo.space/model/
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部外秘衛星リモートセンシングデータ利用モデル実証プロジェクト

キックオフミーティング

ドローン

葉緑素測定

スペクトルカメラ

ローバー

視察団
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部外秘Tellus利用促進実証事業
http://tellus-data.space/

課題名：衛星データを活用したワイン用ブドウ精密栽培システムの高度化
研究開発実施期間：令和元年（2019年）9月 ～ 令和2 年（2020年）2月
事業名：一般財団法人日本宇宙フォーラム（経済産業省 委託事業）/各農業地域でのIoT を活用したテルース利用促
進に関する調査
代表機関：SAgri株式会社
共同研究機関：一般財団法人リモート・センシング技術センター、一般財団法人宇宙システム開発利用推進機構

事業の概要
本調査はTellus への参入障壁を下げ、その潜在的な農業ユーザをより多く獲得することを目的とした事業である。
具体的には全国８箇所の水稲、穀類、果樹等の農地に設置した地上IoT から得られるデータをリファレンスし、衛星データの
精度を高める補正ツールの要件定義をまとめる。
これに併せ当該地の自治体ユーザとエンドユーザである農家へのヒアリングを行い、衛星データに関する要求事項、IoT への要
求仕様を調査する。

http://tellus-data.space/


